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Summary

　　　For　trainig　of　dental　specialists，　an　adequate　test　as　a　means　to　select　students　with

aptitude　has　been　claimed．　In　order　to　achieve　such　a　test，　some　of　the　tests　which　have

been　used　hither　to　were　practiced　on　the　students　of　Matsumoto　Dental　College，　Dental

Hygienist＆Technician　School　as　testees，　so　as　to　find　out　the　necessity　of　the　correlation

and　consistency　of　the　synthesis　of　these　tests．　The　tests　were（1）Technical　test　by　carving

a　square　plaster　block，（2）Skill　test　in　proportion　to　the　MacQuarrie　Test，（3）Califomia

Psychological　Inventory（CPI）which　was　made　to　aim　at　a　Character　test．

　　　The　details　of　the　testees　are：

　　　　　　　　　　　　　　Dental　Hygienist　Class　　　lst　Grade　　　35

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2nd　Grade　　　　28

　　　　　　　　　　　　　　Dental　Technician　Class　　　l　st　Grade　　　22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2nd　Grade　　　22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　　　　107

　　　1n　the　Technical　test（1），　testees　were　asked　to　carve　a　prescribed　column　and　trihe－

dron　on　the　top　and　bottom　end　of　a　plaster　block　of　15×15×100　mm　in　size，　within　the

time－limit　of　60　minutes．　Two　methods　were　used　for　grading．　One　was　the　actual　survey

本論文の要旨は，第11回松本歯科大学学会（昭和55年ll月29日）において発表した．（1981年5月8日受理）
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grade　based　on　actual　survey　values，　the　other　was　totalized　grade　which　based　on　grading

the　accomplishing　ability．

　　　　In　the　Skill　test（2），　testees　were　given　a　written，　time　limited　test　in　order　to　survey

their　judgment　capacity，　operating　capacity，　accuracy，　observation　capacity　and　compo・

sing　capacity．　The　judgment　capacity，　operating　capacity　and　accuracy　tests　were　graded

according　to　prescriptions．　The　grading　of　observation　and　composing　capacities　were

entrusted　to　specialists．

　　　　The　CPI（3）is　a　test　to　measure　the　testees’psycholosical　stability，　superiority，　soci－

alization，　status，　intellectual　efficiency，　interest　pattem　etc．　The　test　consists　of　480　ques・

tion　items　which　are　divided　into　18　standards　and　moreover，　united　into　4　standard

groups．　Each　item　was　graded　according　to　standards　and　prescription§and　average

grades　were　calculated　by　synthesizing　the　standard　groups．　In　order　to　see　the　relation

between　the　total　average　grades　of　the　three　tests，　C．　Spearman’s　ranking　correlation

coefficient（ρ）was　calculated。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　　　，。1．6i≧1di2　d、。XトY、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　N3－N　　　’

　　　　Results：From　these　tests　it　was　found　that　in　technical　abilities，　minute　accuracy　did

not　improve　much　by　education　and　training，　However，　total　accomplishing　ability　did

improve　immensely　by　education．

　　　Skill　ability　had　litt　le　relevancy　with　traning　and　education．

　　　In　the　CPI，　some　characteristics　could　be　recognized　according　to　each　class　and　grade

but　the　differences　were　very　small．

　　　As　for　the　correlation　between　the　technical　test　and　CPI，　a　positive　contrary－correl－

ation－tendency　was　acknowledged　in　the　lst　graders，　a　negative　contrary－correlation－

tendency　Was　acknowledged　in　the　2nd　graders　in　both　dental　technician　classes　and

dental　hygienist　classes．

　　　　Between　the　Skill　ability　test　and　CPI，　the　foUowing　correlations　could　be　acknow－

ledged．

（1）Dental　Hygienist　Class　lst　Grade

　　　　　　　　　2nd　group（sociability，　status，　responsibility）0。22

（2）Dental　Hygienist　Class　2nd　Grade

　　　　　　　　　4th　group（degree　of　intellectual　pattern　and　interest　pattern）aIow　positive

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　correlation　of　O．30

（3）Dental　Technician　Class　lst　Grade

　　　We　could　see　comparatively　high　positive　correlations　in　the　following　three　groups

　　　　　　　　　　　　and　total．

　　　　　　　　　1st　group（degree　of　psychological　stability，　superiority　and　selftonfidence）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．40

　　　　　　　　　2nd　group　O．48

　　　　　　　　　3rd　group（degree　of　achievement　ability　and　intellectual　efficiency）α61

　　　　　　　　　Total　O．56

　　　　　　　　　4th　group　a　low　positive　correlation　of　O．29
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1．緒 言

　人の能力は複雑多岐である．生まれながらに

持っている遣伝的能力と環境，教育によって培か

われた能力が混合され独立の個性的能力を発揮す

る．人の能力をそれぞれ純粋な因子の混成と考え

て，その一つ一つの素因として取り出す事は非常

に困難である．しかし，ひとつの事象に対応する

能力として，出された問題を処理する能力として

の抽出は可能である．

　我々は常日頃から歯科教育によって一個の立派

な歯科医人にあたえられた人格を変革するため

に，その可能性を各個に探求する努力をはらって

いる．つまり，少しでも理想に近い歯科教育をほ

どこしうる学生を歯科教育機関への入学希望者の

なかから選別すべく，その手段としての技術適応

能力診断の科学的根拠を得たいと願っているもの

である．

　そこで我々は松本歯科大学衛生学院の生徒120

名を対象に石膏四角柱の彫刻による技術力試験，

MacQuarrie　Test　Dに準じた技能力試験を行っ

た．そして技術力において全体的に仕上げる能力

と寸法的正確さの向上差，技術力，技能力間の関

連性等について比較，検討し第1報2）として報告

した．次いで教育の人格面での影響を知るために，

生徒109名，教職員11名を対象としてカリフォルニ

ア人格検査3）4〕を行ない，歯科技工士科と歯科衛

生士科間，各学年間，生徒と教職員間等において

の人格構成要素の比較，検討の結果を第2報5）と

して報告した．今回は技術力試験，技能力試験，

カリフォルニア人格検査の共通受験者，衛生士科

1年35名，2年28名，技工士科1年22名，2年22

名，計107名を対象に，技術力試験，技能力試験と

カリフォルニア人格検査との関係について比較，

検討を試み興味ある知見を得たので報告する．

2．方 法

　技術力試験は15×15×100mmの石膏四角柱

の上端，下端に，それぞれ規定した円柱，三角柱

を60分で彫刻させた．採点は実測値に基づく実測

値点と仕上げ能力を根拠とする全体観評点の性格

を異にする2つの方法で行なった．技能力試験は

筆記，時間制限方式で判断力，作業能力，正確性，

観察力，構成力テストを行なった．判断力，作業

能力，正確性テストは規定に従い採点し，観察力，

構成力テストの採点は専門家に依頼した．カリ

フォルニア人格検査は正常人の人格の健全で積極

的な側面を把握する事ができ，心的安定感や優越

性，社会的成熟性，成就・知的能力，興味様式等

を測定する人格検査である．480の質問項目から成

り，この質問項目が18の尺度，さらに4つの尺度

群にまとめられている（表1）．各尺度を規定に従

い採点し，各群と総合においての平均点を求めた．

　①技術力試験の実測値点と全体観評点，技能

力試験の総合平均点，カリフォルニア人格検査の

総合平均点における衛生士科1年（Hl），2年

（H2），技工士科1年（T、），2年（T2），全生徒

（Ma）の平均点（X），標準偏差（σ），変動係数

（C）を求めた．

　②　次に技術力試験の実測値点，全体観評点お

よび技能力試験の総合平均点とカリフォルニア人

格検査の尺度群および総合平均点における関係を

みるためにC．Spearmanの順位相関係数（ρ）を

表1：カリフtルニア人格検査項口

第1群　心的安定感，優越性．自信の程度を測定する。

　l　Do　支配性（D。mi　nance）

　2．Cs　社会的成就能力（Capacity　for　Status）

　3．　Sy　社交性（Sociabillty）

　4．Sp　社会的安定感（Sociat　Presence）

　5．Sa　自己満足感（Self－acceptance）

　6．Wb　幸福感（Senee　of　WelI　Being）

第2群　社会化，成熟性．責任感の程度を測定する。

　7．　Re　責任感（Responsibitity）

　8．　So　社会的成熟性（Socializatlon）

　9．Sc　自己統制力（Self＿control）

10．To　寛容性　（Toterance）

11．Gi　自己顕示性（Good　1皿pression）

12．Cm　社会的常識性（Co㎜unality）

第3群　成就能力と知的能力の程度を測定する。

13．Ac　順応的な成就欲求（Achievement　via　Conformance）

14．Ai　自立的な成就欲求（Achiev㎝ent　vLa　lndependence）

15．le　知的能力（lntellectual　Efficiency）

第4群　知的な型および興味様式を測定する。

16．Py　共感性（Psycholegical＿mindedness）

17．Fx　融通性（Flexibility）

18．Fe　女性的傾向（Fem川・ty）
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表3：技術力試験の実測値点とカリフォルニア人

　　格検査における順位相関関係

3．成 績

　①　技術力試験の実測値点においてXは47．57

～59．00の間にあり，σは15．16～21．16の間にあ

り，Cは0．27～0．36の間にあった．全体観評点に

おいてはXは33．83～84．73の間にあり，σは14．95

～21．19の間にあり，Cは0．18～0．54の間にあっ

た．技能力試験においてXは52．49～57．50の間に

あり，σは6．78～8．49の間にあり，Cは0．13～O．15

の間にあった．カリフォルニア人格検査において

はxは42．09～44．82の間にあり，σは4．17～5．92

の間にあり，Cは0．10～0．14の間であった（表2）．

　②技術力試験の実測値点とカリフォルニア人

格検査の尺度群および総合平均点においての相関

をみると，ρがHlで一〇．19～0．05，　H2で一〇．56

～－ O．03，T，で0．13～0．40，　T2で一〇．54～－0．

17，Maで一〇．22～－0．04の間であった（表3）．

技術力試験の全体観評点とカリフォルニア人格検

査の尺度群および総合平均点においての相関をみ

ると，ρがH1で一〇．03～0．29，H2で一〇．08～0．

39，T，で0．08～0．50，　T2で一〇．48～0．07，　Ma

で一〇．44～0．06の間であった（表4）．技能力試験

表2：技術力試験（実測値，全体観評点），技能力

　　試験，カリフォルニア人格検査における平

　　均点と標準偏差および変動係数

項n　クラス別　HI　H2　TI　T2 全　体

∋5L。。l　　l

47．57　　59．00 57．95 53．18

実測司6已a42 15．16　21．16 15．40　　17．62

C　　　　O．32 。321．36
0．27　　　0．33

i王・・831…31・α・・
84．73 54．24

全体観評∋61・1∋・。9421，19
14．95 27．74

iC　　O．54　　0，48　　　　　　　　F

α30 0．18 0．51

　　　　　　：　一　　：　　　　　　1

@　　　　　！疋　152・49154．75
@　　　　　←．’一一←．　　一．　ヤー一・．・一

Z能力試験i6i・・81・・1
@　　　　　「・←ス131、13

52．68157．5。－

@　　　　　8．49

54．15

@7．516．78

O．13 ・151．14
万　4349「44．14　　　　　　　1

42．09
・・8・1・…

カリフ牙ルニア

l格検査1 6　・171・・8 5．92 5．69 ・　5．21

｛・　・1・　・12 0．14　　0．13 0．12

H　1 H　2 T　1 T　2

全　体

1群 一〇．10 一〇．03 0．18 ●－0．54 一〇．05

2群 一〇．07 傘一 Z．28 0．13 ●－0．32 ウー O．22

3群 　0．19 一〇．09 ・0．40 ・－0．30 一〇．04

4群 α05 ●－ O．56 ・0．35 一〇，17 一〇．17

総合 一〇．10 宇一 Z．20 ．0．26 寧一 Z．54 一〇．16

表4：技術力試験の全体観評点とカリフォルニア

　　　人格検査における順位相関関係

H　1 H　2 T　1 T　2 全　体

1群 0．00 一〇．08 0．08 ・－ O．35 0．06

2群 0．04 一〇．02 ．　0．50 喰一 Z．48 ＊－ O．44

3群 0．Ol 0．02 ・　0．33 ・－ O，26 ．－ O．23

4群 ・　0．29 ゜　0，39 ゜　0．29 0．07 一〇．19

総合 一〇．03 一〇．Ol ゜　0．37 ・－0．44 一α08

表5：技能力試験とカリフォルニア人格検査にお

　　ける順位相関関係

H1 H2 Tl T2 全　体

1群 一〇．17 一〇．08 ●　0．40 一〇．13 一〇，02

2群 ．　0，22 一〇．10 ．　0，48 一〇．04 0．10

3群 0．12 一〇，16 ・　0．61 一〇．19 0．07

4群 0．13 ・　0，30 ・　0，29 0．16 0．13

総合 0．06 一〇．03 ・　0．56 一〇．01 0．11

とカリフォルニア人格検査の尺度群および総合平

均点においての相関をみると，ρがH，で一〇．17

～0．22，H2で一〇．16～0．30，　T1で0．29～0．61，

T2で一〇．19～0．16，　Maで一〇．02～0．13の間で

あった（表5）．

4．考 察

教育において人間個々にさまざまな能力の違い
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があり個性を持った一つの人格があるということ

に対しては，我々教育に携わる者として常に取り

組まざるを得ない問題である．19世紀後期におい

てのF．Golton，　H．　Spencer等のソーシャル・

ダーウィニズムの主張，20世紀初頭のA．Binetに

よる知能検査，L．　M．　Termanによる知能指数

（1．Q），　R。　M。　Yerkersの集団検査の考案など

は，素質的能力の追究，発見が古くから問題となっ

ていた証である．現代においては素質的能力観の

強調は打破され，能力は社会，環境，教育によっ

ても作り出され，能力の発達にも時間的に個人差

がある事が認められている．この事は教育の平等

化と人間の尊厳，可能性の追究において重要な意

義を持っている．しかし社会的に人的資源の適在，

適所の配置を考えようとすると，人物に対しての

何等かの評価方法，適性検査，能力検査などの手

段が必要となる．また教育機関各々についても施

設，設備，教育期間，教育スタッフ等に限りがあ

る以上，学生，生徒の受容に限界があり，各教育

機関の設立目的，社会的責務を考えると，それぞ

れの教育機関により適応できる人物のみを選別す

る何らかの手段が必要であると考える．

　一般産業界をみると工業生産の自動化，ロボッ

ト生産化，事務労働の機械化が著しく，労働者に

対して管理者と同じような抽象的な総合能力，資

質，技術革新に即応できる基礎的，一般的能力が

要求され，特殊な実用知識，経験的技術，能力が

衰退の速度を早めている．歯科医療界をみると技

術革新の波は随所にみられ歯科医療従事者に対し

て，総合的能力，資質，一般的能力が要求される

反面，専門的，経験的技能力も要求される．故に

歯科医学教育においては社会に貢献しうる高度な

知的能力，社会的・人的成熟，専門的知識，洗練

された技術力，技能力教育が重要である．そして

歯科教育機関における学生，生徒はこの様な能力

を身につける必要があり，歯学志望者にとっては

この様な能力に対する資質の有無が重要な問題で

あると考えられる．

　一般的能力や資質の測定，検査に対しては種々

の文献，資料があるが，歯科での専門的，技術的

な測定，検査方法が我国ではあまり検討されてい

ないのが現状である．歯科教育機関においても学

生，生徒の教育指導，入学希望老の選抜方法のた

めに，科学的根拠に立脚した技術的適応能力の診

断方法の考案，開発がいそがれると考えられる．

　一般的に言うと，技術とは個々の事柄について

理論的に実際に応用するわざであり，適応能力と

は個々の事象，環境に応じ成し得る力である．故

に技術を習得するためには知的能力，専門的知識，

運動機能，知覚能力，自発性，注意力，判断力，

正確さ，知的興味，忍耐力，持続力等が必要とな

る．適応能力には社会的成熟・成就能力，協調性，

責任感，信頼性，自己統制力，寛容性，社交性，

共感性等が必要になると考えられる．歯科医療の

技術，適応力について考えると一般的技術力，適

応力に基づく事は当然の事であるが，歯科医療の

特性による各資質能力の重要度，また必要資質間

での関連なるものがあると考えられる．そして特

性資質の分析方法，分析に基づいた適性検査方法

が必要であると考えられる．

　我々は先に昭和55年度松本歯科大学衛生学院生

徒の技術力をみるために実技試験を行い，寸法的

正確さ，全体的に仕上げる能力を検査し，技能力

をみるためにMacQuarrie　Testに準じた筆記・

時間制限方式の技能力試験を行ない，判断力，作

業能力，正確さ，観察力，構成力を検査した結果，

技術力において寸法的正確さは教育，訓練，努力

によってさほど向上せず，全体的に仕上げる能力

は著るしく向上する事を知り，技能力においては

訓練，教育とは関連性が薄い事を知った．次にカ

リフォルニア人格検査を行ない自己信頼感，自我

価値感，自由感，帰属感，退避的傾向，神経質的

徴候，社会的基準，社会的技術，反社会的傾向，

家庭関係，学校関係，近隣社会の関係をみたので

あるが，歯科技工士科，歯科衛生士科，各学年に

おいてほとんど相違点がみられず専門教育と人格

との関連性が薄い事を知り得た．今回は技術力・

技能力と人格における関係をみたのであるが，技

術能力試験とカリフォルニア人格検査間におい

て，歯科技工士科，歯科衛生士科共に1年生に正

の，2年生に負の逆相関の傾向が認められた．

　しかし，松本歯科大学衛生学院においては2年

制の教育機関における限界があり，数年間の長期

教育による技術力，技能力，人格検査の比較，検

討は成し得ていない．また経過的な観察や検討，

学力との比較，検討などについての研究も行なっ

ていないので，これらについては今後の課題とし

たいと考えている．
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5．総 括

　昭和55年度松本歯科大学衛生学院在学生を対象

に技術力，技能力と人格検査との比較，検討を行

なった事により，次のような結果が得られた．

　①　技術力試験の実測値点において，点数と点

数分布範囲にあまり変化は認められなかった．

　②　技術力試験の全体観評点において，点数得

点順は技工士科2年，1年，衛生士科2年，1年

の順になり，点数分布範囲は同じ順に縮小傾向と

なる事が認められた．

　③　技能力試験において，点数と点数分布範囲

にほとんど変化は認められなかった．

　④　カリフォルニア人格検査においても，点数

と点数分布範囲にほとんど変化は認められなかっ

た．

　⑤技術力試験の実測値とカリフォルニア人格

検査において，ρがH2の4群で一〇．56のかなり

の負の相関が，2群で一〇．28，総合で一〇．20の負

の低い相関が認められた．T1の3群で0．40のかな

りの正の相関が，4群で0．35，総合で0．26の正の

低い相関が認められた．T2の1群，総合で共に一

〇．54の負のかなりの相関が，2群で一〇．32，3群

で一〇．30の負の低い相関が認められ，Maの2群

で一〇．22の負の低い相関が認められた．

　⑥　技術力試験の全体観評点とカリフォルニア

人格検査において，ρがH1の3群で0．29，　H2の

4群で0．39の正の低い相関が認められた．T1の2

群で0．50の正のかなりの相関が，3群で0．33，4

群でO．29，総合で0．37の正の低い相関が認められ

た・T2の2群で一〇．48，総合で一〇．44の負の低い

相関が，1群で一〇．35，3群で一〇．26の負の低い

相関が認められた．Maの2群で一〇．44のかなり

の負の相関が，3群で一〇．23の負の低い相関が認

められた．

　⑦　技能力試験とカリフォルニア人格検査にお

いて，ρがH，の2群で0．22，H、の4群で0．30の

正の低い相関が認められた．T，の1群で0．40，2

群で0．48，3群で0．61，総合で0．56のかなりの正

の相関が，4群で0．29の正の低い相関が認められ

た．

6．ま　　と　　め

以上の事柄をまとめてみると，石膏彫刻による

技術力は教育，訓練によって全体的に仕上げる力

は向上するが，寸法的正確さはさほど向上しない

傾向がわかった，また技能力や人格は専門的教育，

訓練との関連が薄いことが判明した．技術能力と

人格との間において，歯科技工士科1年で正の，

2年に負の逆相関が認められ，衛生士科1年と2

年の間においても僅少ではあるが同様の傾向にあ

る事が認められた．

　今後，この研究は継続的に行い，よりくわしい

数値と数多くのデーターをもとにして検討して行

きたいと思う．

　稿を終わるに臨み，ご懇篤なるご教示を賜った

松本歯科大学数学の味木　博教授に感謝の意を表

する．
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